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1 第４次食育推進基本計画における位置付け等
「第４次食育推進基本計画」では、「生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進」として、

妊産婦や乳幼児から高齢者に至るまで、ライフステージやライフスタイル、多様な暮らしに対
応し、切れ目のない、生涯を通じた食育を推進すること、家庭、学校・保育所、職場、地域等
の各場面において地域や関係団体の連携・協働を図りつつ生涯を通じた食育を推進することが
示されています。

子供のうちに健全な食生活を確立することは、生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな人間
性を育んでいく基礎となることも示されており、子供の基本的な生活習慣づくりについて、
個々の家庭や子供の問題として見過ごすことなく、社会全体の問題として捉えることが重要で
す。子供の基本的な生活習慣づくりや生活リズムの向上に向けては、地域、学校及び企業を含
む民間団体等が家庭と連携・協働し、子供とその保護者が一緒に生活習慣づくりの意識を高
め、行動するための取組を推進することが必要です。

また、第４次食育推進基本計画の目標である栄養バランスに配慮した食生活を実践する人の
割合について、20～30歳代（以下「若い世代」という。）ではその他の世代よりも実践する
人の割合が低い状況です。男性は将来の肥満が懸念されることや女性はやせの者が多いなど、
食生活に起因する課題が多くあり、次世代の大切な担い手である若い世代が食に関する理解や
関心を深められるように食育に取り組んでいくことが重要です。

くわえて、食に関する関心や理解の増進を図るためには、子供の頃から農林水産物の生産に
関する体験をして農林水産業についての意識や理解を深めてもらうこと、伝承されてきた地域
の食文化に親しむこと等も重要です。

さらに、令和５（2023）年４月１日にこども家庭庁が設置され、子供や子供のある家庭の
福祉の増進及び保健の向上を図ることとされており、子供の食育についても、今後、一層の取
組の推進が期待されています。

これらを踏まえ、本特集では、子供や若い世代における食育の取組に焦点を当て、食育に関
する意識や実践の状況等を記述するとともに、取組の事例を紹介します。

2 子供・若い世代における食育への関心や食生活等の現状
ここでは、子供や若い世代、子供（18歳未満）と同居している世帯1における食育への関心

や食生活等の現状について、令和５（2023）年度「食育に関する意識調査」2の結果等から示
します。

1　乳児、幼児、小学生、中学生、高校生、高等専門学校生の子供と同居している世帯（孫と同居してい
る世帯を除く。）

2　全国20歳以上を対象に、令和５（2023）年11月に、郵送及びインターネットを用いた自記式で実施
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（１）食育への関心
食育に関心を持っている（「関心がある」及び「どちらかといえば関心がある」）人の割合に

ついて、若い世代では男性65.3%、女性77.9％でした。男性では「関心がない」と回答した
人の割合が高く（図表1-2-1）、子供（18歳未満）と同居している世帯（以下「子供と同居し
ている世帯」という。）では、食育に関心を持っている人の割合は84.2％であり、全体と比較
して高いという結果でした（図表1-2-2）。

図表1-2-1 食育に関心を持っている国民の割合（性・年代別）

20.320.3

15.015.0

18.118.1

23.623.6

26.926.9

21.021.0

27.327.3

29.229.2

51.351.3

50.350.3

53.253.2

50.350.3

56.356.3

56.956.9

58.458.4

54.554.5

23.023.0

24.024.0

23.923.9

22.022.0

13.613.6

19.919.9

12.212.2

11.911.9

4.74.7

24.024.0 54.154.1 17.717.7 3.23.2

10.810.8

4.34.3

2.82.8

2.12.1

2.22.2

1.61.6

2.32.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（1,010人）

全体（2,309人）

20～ 39歳（167人）
40～ 59歳（348人）
60歳以上（495人）

全体（1,299人）
20～ 39歳（267人）
40～ 59歳（425人）
60歳以上（607人）

関心がある
関心がない

どちらかといえば関心がある
無回答

どちらかといえば関心がない

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-2 食育に関心を持っている国民の割合（子供との同居の有無別）

関心がある
関心がない

どちらかといえば関心がある
無回答

どちらかといえば関心がない

24.024.0

26.626.6

20.520.5

26.326.3

28.128.1

23.123.1

54.154.1

57.657.6

67.567.5

57.657.6

56.256.2

53.353.3

17.717.7

14.214.2

10.610.6

14.114.1

14.014.0

18.618.6

3.23.2

1.11.1

0.70.7

1.51.5

1.71.7

3.83.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

子供との同居有り（436人）

乳児・幼児
（151人）

小学生・中学生
（262人）

高校生・高等専門学校生
（121人）

子供との同居無し
（1,809人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（２）食品の選択や調理についての知識
健全な食生活を送るために必要な食品の選択や調理の知識について、若い世代では「あまり

ないと思う」及び「まったくないと思う」と回答した人が39.9%で、全体と比べて高いとい
う結果でした（図表1-2-3）。子供と同居している世帯でも同様の傾向がみられました（図表
1-2-4）。

図表1-2-3 食品の選択や調理についての知識（性・年代別）

十分にあると思う
まったくないと思う

ある程度あると思う
無回答

あまりないと思う

10.010.0
9.79.7

9.09.0
10.210.2
7.27.2
9.99.9

10.810.8
9.49.4
11.111.1
11.211.2

60.660.6
50.250.2

52.252.2
44.944.9
48.648.6

57.257.2

67.167.1
53.653.6

64.964.9
74.674.6

26.026.0
34.634.6

33.733.7
36.536.5
39.139.1

28.928.9

20.120.1
33.333.3

22.422.4
12.712.7

2.82.8
5.35.3

4.64.6
7.87.8
5.25.2
3.03.0

1.51.5
3.73.7
1.41.4
0.50.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）
若い世代（434人）

全体（1,010人）
20～ 39歳（167人）
40～ 59歳（348人）
60歳以上（495人）

全体（1,299人）
20～ 39歳（267人）
40～ 59歳（425人）
60歳以上（607人）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-4 食品の選択や調理についての知識（子供との同居の有無別）

十分にあると思う
まったくないと思う

ある程度あると思う
無回答

あまりないと思う

10.010.0

11.011.0

9.99.9

9.99.9

10.710.7

9.79.7

60.660.6

55.055.0

50.350.3

55.355.3

62.862.8

61.661.6

26.026.0

30.530.5

35.835.8

30.930.9

24.824.8

25.325.3

2.82.8

3.23.2

3.33.3

3.43.4

1.71.7

2.82.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

子供との同居有り（436人）

乳児・幼児
（151人）

小学生・中学生
（262人）

高校生・高等専門学校生
（121人）

子供との同居無し
（1,809人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（３）家族と一緒に食べる「共食」の頻度
朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数について、若い世代で「ほとんどない」

と回答した割合は、朝食で37.9％、夕食で9.9％と高い結果でした（図表1-2-5、図表1-2-
6）。また、子供の年齢が高くなるほど、共食の頻度が低くなる傾向がみられました（図表
1-2-7、図表1-2-8）。

共食の頻度と時間的なゆとりの関連について、「時間的なゆとりを感じる」と回答した人で
は朝食や夕食の共食の回数が「ほとんど毎日」と回答した割合が高く、「時間的なゆとりがな
い」と感じている人では朝食や夕食の共食の回数が「ほとんどない」と回答した割合が高い状
況でした（図表1-2-9、図表1-2-10）。

図表1-2-5 朝食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（性・年代別）

43.843.8

39.739.7

25.725.7

27.327.3

53.153.1

47.047.0

36.236.2

36.436.4

59.759.7

5.95.9

6.36.3

8.18.1

5.75.7

6.36.3

5.55.5

6.06.0

6.16.1

4.84.8

12.312.3

11.911.9

14.014.0

15.315.3

8.78.7

12.712.7

14.214.2

15.615.6

9.89.8

8.68.6

9.39.3

9.69.6

11.711.7

7.57.5

8.08.0

7.37.3

10.010.0

6.86.8

27.727.7

31.331.3

41.941.9

38.738.7

22.622.6

24.824.8

35.335.3

30.930.9

15.615.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（1,948人）

若い世代（354人）

全体（852人）

20～ 39歳（136人）

40～ 59歳（300人）

60歳以上（416人）

全体（1,096人）

20～ 39歳（218人）

40～ 59歳（379人）

60歳以上（499人）

（％）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

男
性

女
性

32.2 6.8 14.1 8.2 37.9

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-6 夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（性・年代別）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

63.1

54.2

43.4

42.7

66.1

70.1

62.8

66.8

75.8

11.3

12.3

13.2

16.7

8.9

10.5

12.8

12.4

8.0

13.2

16.8

22.8

23.7

9.9

10.5

14.7

12.1

7.4

4.5

6.6

2.9

10.0

5.3

2.8

3.7

3.4

2.0

6.3

8.8

17.6

6.0

7.9

4.4

5.0

4.2

4.2

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(1,948人)

全体(852人)

20 ～ 39歳(136人)

40 ～ 59歳(300人)

60歳以上(416人)

全体(1,096人)

20 ～ 39歳(218人)

40 ～ 59歳(379人)

60歳以上(499人)

0 （％）

男
性

女
性

55.4 13.0 17.8 3.4 9.9若い世代（354人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-7 朝食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（子供との同居の有無別）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

43.843.8

54.354.3

44.344.3

28.128.1

43.643.6

5.95.9

8.68.6

6.56.5

6.66.6

5.65.6

12.312.3

15.215.2

16.416.4

18.218.2

11.311.3

8.68.6

6.06.0

10.310.3

10.710.7

8.58.5

27.727.7

15.215.2

21.821.8

35.535.5

28.928.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（1,948人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）

高校生・高等専門学校生（121人）

子供との同居無し（1,457人）

（％）

43.1 6.2 16.3 8.5 25.0子供との同居有り（436人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-8 夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（子供との同居の有無別）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

63.163.1

70.270.2

64.564.5

57.957.9

62.962.9

11.311.3

9.39.3

11.111.1

12.412.4

11.311.3

13.213.2

14.614.6

17.617.6

19.819.8

12.112.1

4.54.5

4.04.0

5.05.0

7.47.4

4.34.3

6.36.3

1.31.3

1.51.5

0.80.8

7.87.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（1,948人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）

高校生・高等専門学校生（121人）

子供との同居無し（1,457人）

（％）

64.2 10.6 17.4 5.31.4子供との同居有り（436人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-9 時間的なゆとりと共食との関連（朝食）

52.7

34.6

5.1

6.1

10.9

13.0

7.6

9.6

21.8

35.2

0 20 40 60 80 100

時間的なゆとりを感じる（計）
（882人）

時間的なゆとりを感じない（計）
（586人）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-10 時間的なゆとりと共食との関連（夕食）

ほとんど毎日
ほとんどない

週に 4～ 5日
無回答

週に 2～ 3日 週に 1日程度

68.868.8

55.655.6

9.69.6

13.013.0

11.711.7

15.015.0

3.23.2

6.36.3

5.25.2

8.48.4

0 20 40 60 80 100

時間的なゆとりを感じる（計）
(882人)

時間的なゆとりを感じない（計）
(586人)

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）



	

特
集
２	

子
供
・
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
食
育
の
推
進

22

（４）朝食を食べる頻度
朝食を欠食する人（「週に２～３日食べる」及び「ほとんど食べない」）の割合について、若

い世代では28.3%と全体と比べて高い状況で、特に男性では「ほとんど食べない」と回答し
た人が22.8％となっています（図表1-2-11）。子供との同居の有無別でみると、全体と比べ
て大きく異なる状況はみられませんでした（図表1-2-12）。

図表1-2-11 朝食を欠食する人の割合（性・年代別）

ほとんど毎日食べる
ほとんど食べない

週に 4～ 5日食べる
無回答

週に 2～ 3日食べる

78.678.6

61.861.8

76.676.6

58.158.1

71.071.0

86.986.9

80.180.1

64.064.0

77.477.4

89.089.0

5.35.3

9.49.4

5.15.1

8.48.4

4.94.9
4.24.2

5.45.4

10.110.1

6.66.6
2.52.5

4.94.9

9.79.7

4.44.4

9.69.6

4.94.9

2.22.2

5.45.4

9.79.7

6.66.6

2.62.6

10.110.1

18.718.7

12.812.8

22.822.8

18.718.7
5.35.3

8.18.1

16.116.1

8.98.9
4.04.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）
若い世代（434人）

全体（1,010人）
20～ 39歳（167人）
40～ 59歳（348人）
60歳以上（495人）

全体（1,299人）
20～ 39歳（267人）
40～ 59歳（425人）
60歳以上（607人）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-12 朝食を欠食する人の割合（子供との同居の有無別）

ほとんど毎日食べる
ほとんど食べない

週に 4～ 5日食べる
無回答

週に 2～ 3日食べる

78.678.6

78.778.7

78.878.8

80.580.5

77.777.7

78.178.1

5.35.3

5.05.0

4.04.0

6.56.5

3.33.3

5.55.5

4.94.9

5.75.7

6.06.0

3.43.4

7.47.4

4.84.8

10.110.1

10.310.3

10.610.6

9.29.2

11.611.6

10.410.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

子供との同居有り（436人）

乳児・幼児
（151人）

小学生・中学生
（262人）

高校生・高等専門学校生
（121人）

子供との同居無し
（1,809人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（５）朝食を食べるために必要なこと
朝食を食べていない人（「週に４～５日食べる」、「週に２～３日食べる」及び「ほとんど食

べない」）に、朝食を食べるために必要なことについて聞いたところ、若い世代では「朝早く
起きられること」が最も多かったです。また、男性では「朝食を食べる習慣があること」、女
性では「自分で朝食を用意する時間があること」が全体と比べて多くなっており、年代や男女
によっても特徴が異なりました（図表1-2-13、図表1-2-14、図表1-2-16）。一方、子供と同
居している世帯では、「朝早く起きられること」と回答した人は少なかったです（図表1-2-
15）。

図表1-2-13 朝食を食べるために必要なこと（男性・年代別）

男性全体（225人） 20～ 39歳（68人） 40～ 59歳（99人） 60歳以上（58人）

36.9

34.7

42.2

10.7

44.4

10.2

47.6

15.6

19.1

24.0

9.8

5.3

45.6

48.5

61.8

8.8

42.6

8.8

52.9

17.6

26.5

25.0

11.8

4.4

32.3

26.3

36.4

13.1

42.4

13.1

50.5

11.1

17.2

21.2

6.1

5.1

34.5

32.8

29.3

8.6

50.0

6.9

36.2

20.7

13.8

27.6

13.8

6.9
0 10 20 30 40 50 60 70

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

夕食や夜食を食べすぎていないこと

朝、食欲があること

ダイエットの必要がないこと

朝食を食べる習慣があること

朝食を食べるメリットを知っていること

夜遅くまで残業するなど労働時間や環境に
無理がないこと

家に朝食が用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることが
できる環境があること

その他

（％）

（複数回答可）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-14 朝食を食べるために必要なこと（女性・年代別）

女性全体（245人） 20～ 39歳（96人） 40～ 59歳（94人） 60歳以上（55人）

36.3

45.3

40.0

11.4

46.9

8.2

38.0

16.7

15.5

11.0

8.6

4.5

38.5

49.0

63.5

8.3

38.5

8.3

37.5

18.8

19.8

15.6

10.4

3.1

36.2

47.9

29.8

13.8

44.7

10.6

38.3

13.8

14.9

9.6

4.3

4.3

32.7

34.5

16.4

12.7

65.5

3.6

38.2

18.2

9.1

5.5

12.7

7.3
0 10 20 30 40 50 60 70

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

夕食や夜食を食べすぎていないこと

朝、食欲があること

ダイエットの必要がないこと

朝食を食べる習慣があること

朝食を食べるメリットを知っていること

夜遅くまで残業するなど労働時間や環境に
無理がないこと

家に朝食が用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることが
できる環境があること

その他

（％）

（複数回答可）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-15 朝食を食べるために必要なこと（子供との同居有り）

28.3

32.6

30.4

13.0

45.7

8.7

47.8

12.0

13.0

18.5

4.3

9.8

0 20 40 60

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

夕食や夜食を食べすぎていないこと

朝、食欲があること

ダイエットの必要がないこと

朝食を食べる習慣があること

朝食を食べるメリットを知っていること
夜遅くまで残業するなど労働時間や

環境に無理がないこと
家に朝食が用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることが
できる環境があること

その他
（％）

（複数回答可）
全体（92人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-16 朝食を食べるために必要なこと（子供との同居無し）

38.1

41.9

44.0

10.1

45.9

8.8

41.1

17.3

18.1

17.1

10.1

3.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

夕食や夜食を食べすぎていないこと

朝、食欲があること

ダイエットの必要がないこと

朝食を食べる習慣があること

朝食を食べるメリットを知っていること
夜遅くまで残業するなど労働時間や環境に

無理がないこと
家に朝食が用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることが
できる環境があること

その他

（％）

（複数回答可）
全体（375人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（６）主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取頻度
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている人の割合につい

て、若い世代では、28.3%で全体と比べて低い結果でした（図表1-2-17）。子供と同居してい
る世帯では、高校生・高等専門学校生がいる世帯で高い傾向がみられました（図表1-2-18）。

図表1-2-17 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取頻度（性・年代別）

ほぼ毎日 週に 4～ 5日 週に 2～ 3日 ほとんどない 無回答

38.2

28.3

37.0

32.9

30.5

43.0

39.2

25.5

36.7

47.0

22.0

18.7

19.1

16.8

20.4

19.0

24.2

19.9

25.2

25.4

24.7

30.0

27.0

29.3

29.6

24.4

22.9

30.3

23.1

19.4

13.6

22.8

15.2

20.4

18.7

11.1

12.4

24.3

14.8

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

若い世代（434人）

全体（1,010人）

20～ 39歳（167人）

40～ 59歳（348人）

60歳以上（495人）

全体（1,299人）

20～ 39歳（267人）

40～ 59歳（425人）

60歳以上（607人）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-18 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取頻度（子供との同居の有無別）

ほぼ毎日 週に 4～ 5日 週に 2～ 3日 ほとんどない 無回答

38.238.2

37.237.2

34.434.4

36.336.3

44.644.6

38.438.4

22.022.0

24.324.3

21.921.9

26.026.0

27.327.3

21.621.6

24.724.7

25.525.5

25.825.8

26.026.0

19.819.8

24.424.4

13.613.6

12.612.6

17.217.2

11.511.5

8.38.3

14.114.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

子供との同居有り（436人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）

高校生・高等専門学校生（121人）

子供との同居無し（1,809人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（７）主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べていない人（「週に４~

５日」、「週に２~３日」又は「ほとんどない」に回答）に、主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事を食べる回数を増やすために必要なことについて聞いたところ、若い世代では「時間が
あること」又は「食費に余裕があること」が多いという結果でした（図表1-2-19）。子供と同
居している世帯でも、「時間があること」、「手間がかからないこと」又は「食費に余裕がある
こと」が多いという結果でした（図表1-2-20、図表1-2-21）。

図表1-2-19 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと（全体・年代別）

全体（1,392 人） 20～ 39歳（310人） 40～ 59歳（507人） 60歳以上（575人）

59.9

52.1

49.8

28.4

17.4

17.5

14.9

14.1

2.5

0.3

62.3

66.8

64.8

20.0

11.0

10.6

12.9

16.8

2.3

0

64.1

60.7

50.1

21.7

9.5

15.6

13.4

16.2

3.0

0

55.0

36.5

41.4

38.8

27.8

23.0

17.4

10.8

2.3

0.7
0 10 20 30 40 50 60 70 80

手間がかからないこと

時間があること

食費に余裕があること

自分で用意することができること

食欲があること

3つそろえて食べるメリットを
知っていること

家に用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に取る
ことができる環境があること

その他

無回答

（％）

（複数回答可）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-20 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと（子供との同居有り）

66.9

69.1

58.1

16.2

8.8

11.0

15.4

10.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

手間がかからないこと

時間があること

食費に余裕があること

自分で用意することができること

食欲があること

３つそろえて食べるメリットを知っていること

家に用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に取ることができる環境があること

その他

（％）

（複数回答可）
全体（272人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-21 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事のために必要なこと（子供との同居無し）

手間がかからないこと

時間があること

食費に余裕があること

自分で用意することができること

食欲があること

３つそろえて食べるメリットを知っていること

家に用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に取ることができる環境があること

その他

58.0

48.3

48.0

31.1

19.4

18.8

14.9

14.9

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

（複数回答可）
全体（1,087人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（８）普段の食事の準備の状況
普段の食事の準備について、若い世代では「自分で食事を準備していない」と回答した人の

割合が27.9%で全体と比べて高い結果でした。女性では「ほとんどのものを食材から調理して、
食事を準備している」又は「一部市販食品を取り入れて、食事を準備している」と回答した人
の割合が高く、男性では「自分で食事を準備していない」と回答した人の割合が高いなど、男
女で異なる状況がみられました（図表1-2-22）。乳幼児がいる世帯では、全体と比べて「一部
市販食品を取り入れて、食事を準備している」の割合が高いという結果でした（図表1-2-23）。

図表1-2-22 普段の食事の準備の状況（性・年代別）

ほとんどのものを食材から調理して、食事を準備している
一部市販食品を取り入れて、食事を準備している
ほとんどのものに市販食品を利用して、食事を準備している
自分で食事を準備していない
無回答

28.828.8
22.622.6

14.714.7
15.015.0
12.412.4
16.216.2

39.939.9
27.327.3

41.641.6
44.244.2

39.739.7
40.140.1

30.630.6
31.731.7

30.730.7
30.130.1

46.746.7
45.345.3

48.048.0
46.546.5

7.87.8
9.49.4

12.312.3
15.015.0

14.714.7
9.79.7

4.34.3
6.06.0

5.45.4
2.82.8

23.023.0
27.927.9

41.841.8
38.338.3
42.042.0
42.842.8

8.58.5
21.321.3

4.74.7
5.45.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(2,309人)
若い世代(434人)

全体(1,010人)
20 ～ 39歳(167人)
40 ～ 59歳(348人)
60歳以上(495人)

全体(1,299人)
20 ～ 39歳(267人)
40 ～ 59歳(425人)
60歳以上(607人)

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-23 普段の食事の準備の状況（子供との同居の有無別）

ほとんどのものを食材から調理して、食事を準備している
一部市販食品を取り入れて、食事を準備している
ほとんどのものに市販食品を利用して、食事を準備している
自分で食事を準備していない
無回答

28.8

36.2

33.1

35.9

47.1

26.6

39.7

42.4

49.0

42.4

32.2

39.1

7.8

2.8

3.3

1.5

3.3

9.1

23.0

18.3

13.9

19.8

17.4

24.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

子供との同居有り（436人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）

高校生・高等専門学校生（121人）

子供との同居無し（1,809人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（９）農林漁業体験の経験
農林漁業体験を経験した人の割合（本人又は家族の中に、農林漁業体験に参加した人がいる

割合）は、若い世代では72.4%、子供と同居している世帯では78.7%でした（図表1-2-24、
図表1-2-25）。

図表1-2-24 農林漁業体験の経験（性・年代別）

同居家族にいる いない 無回答

63.2
72.4

60.6
65.3
61.5
58.4

65.3
76.8

70.1
56.8

35.6
27.4

38.2
34.7
37.1
40.2

33.6
22.8

29.2
41.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）
若い世代（434人）

全体（1,010人）
20～ 39歳（167人）
40～ 59歳（348人）
60歳以上（495人）

全体（1,299人）
20～ 39歳（267人）
40～ 59歳（425人）
60歳以上（607人）

（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-25 農林漁業体験の経験（子供との同居の有無別）

いる いない 無回答

63.263.2

80.880.8

80.980.9

79.379.3

59.959.9

35.635.6

18.518.5

19.119.1

20.720.7

38.838.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）

高校生・高等専門学校生（121人）

子供との同居無し（1,809人）

（％）

78.7 21.1子供との同居有り（436人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（10）地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等の継承
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承している人の割合について、若

い世代では60.6％、子供と同居している世帯では67.9%でした（図表1-2-26、図表1-2-
27）。

図表1-2-26 伝統的な料理や作法等を継承している国民の割合（性・年代別）

受け継いでいる 受け継いでいない 無回答

65.4

60.6

53.1

46.1 

54.0 

54.7 

75.1

69.7 

77.2 

75.9 

33.6

38.7

45.5

52.7 

44.8 

43.6 

24.3

30.0 

22.1 

23.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

若い世代（434人）

全体（1,010人）

20 ～ 39歳（167人）

40 ～ 59歳（348人）

60歳以上（495人）

全体（1,299人）

20 ～ 39歳（267人）

40 ～ 59歳（425人）

60歳以上（607人）
（％）

男
性

女
性

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-27 伝統的な料理や作法等を継承している国民の割合（子供との同居の有無別）

受け継いでいる 受け継いでいない 無回答

65.4

63.6

66.8

76.9

65.0

33.6

35.1

32.8

22.3

34.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

乳児・幼児（151人）

小学生・中学生（262人）
高校生・高等専門学校生

（121人）

子供との同居無し
（1,809人）

（％）

67.9 31.2子供との同居有り（436人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（11）今後、食育として実践したいこと
今後、１年間にどのようなことを食育として実践したいか尋ねたところ、男女ともに、また

子供との同居の有無にかかわらず、「栄養バランスのとれた食生活を実践したい」を挙げた人
が最も多く、ほかの世代に比べて若い世代では「自分で調理する機会」又は「家族と調理する
機会」等を増やしたいと考えている人が多い傾向がみられました。また、男性と女性でみる
と、男性は全体的に低く、女性は全体的に高い傾向でした（図表1-2-28、図表1-2-29、図表
1-2-30、図表1-2-31）。

図表1-2-28 今後、食育として実践したいこと（男性・年代別）

全体（1,010 人） 20～ 39歳（167人） 40～ 59歳（348人） 60歳以上（495人）

32.0

16.6

35.3

29.0

51.4

9.8

34.6

44.6

60.0

55.5

17.8

8.9

17.0

35.0

11.5

2.7

40.7

22.2

29.3

22.2

42.5

10.2

23.4

17.2

39.5

57.5

25.1

15.0

23.4

36.5

12.6

3.0

42.2

20.7

37.9

28.2

53.2

11.5

33.6

37.6

56.6

10.9

17.5

32.2

11.5

1.7

21.8

11.9

35.6

31.9

53.1

8.5

39.0

51.1

63.2

62.6

15.8

5.5

14.5

36.4

11.1

3.2

家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

地域性や季節感のある食事をとりたい

地場産物を購入したい

食べ残しや食品の廃棄を削減したい

生産から消費までのプロセスを理解したい

食品の安全性について理解したい

規則正しい食生活を実践したい

栄養バランスのとれた食生活を実践したい

健康に留意した食生活を実践したい

自分で調理する機会を増やしたい

家族と調理する機会を増やしたい

調理方法・保存方法を習得したい

おいしさや楽しさなど食の豊かさを
大切にしたい

食文化を伝承していきたい

その他 （複数回答可）

41.3 52.3

0 20 3010 40 50 60 70 80（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-29 今後、食育として実践したいこと（女性・年代別）

全体（1,299 人） 20～ 39歳（267人） 40～ 59歳（425人） 60歳以上（607人）

35.8

18.2

47.6

37.9

59.7

8.2

40.3

46.2

71.9

58.3

19.1

11.4

30.0

44.5

15.2

1.2

45.7

34.5

43.4

28.5

57.7

9.0

30.3

50.6

70.8

46.1

32.6

17.6

36.7

41.9

12.0

1.1

40.5

18.4

49.4

40.7

62.6

10.6

38.8

42.4

76.0

60.2

19.3

17.4

28.7

45.2

15.8

1.4

28.2

10.9

48.1

40.0

58.5

6.3

45.8

47.0

69.5

62.3

13.0

4.4

28.0

45.1

16.3

1.2
0 20 3010 40 50 60 70 80

家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

地域性や季節感のある食事をとりたい

地場産物を購入したい

食べ残しや食品の廃棄を削減したい

生産から消費までのプロセスを理解したい

食品の安全性について理解したい

規則正しい食生活を実践したい

栄養バランスのとれた食生活を実践したい

健康に留意した食生活を実践したい

自分で調理する機会を増やしたい

家族と調理する機会を増やしたい

調理方法・保存方法を習得したい

おいしさや楽しさなど食の豊かさを
大切にしたい

食文化を伝承していきたい

その他

（％）

（複数回答可）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-30 今後、食育として実践したいこと（子供との同居有り）

54.6

25.9

45.2

35.3

57.3

13.3

33.9

43.1

68.6

50.5

19.5

26.8

22.9

39.9

15.1

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

地域性や季節感のある食事をとりたい

地場産物を購入したい

食べ残しや食品の廃棄を削減したい

生産から消費までのプロセスを理解したい

食品の安全性について理解したい

規則正しい食生活を実践したい

栄養バランスのとれた食生活を実践したい

健康に留意した食生活を実践したい

自分で調理する機会を増やしたい

家族と調理する機会を増やしたい

調理方法・保存方法を習得したい
おいしさや楽しさなど食の豊かさを

大切にしたい
食文化を伝承していきたい

その他

（％）

（複数回答可）
全体（436人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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図表1-2-31 今後、食育として実践したいこと（子供との同居無し）

29.5

16.0

41.4

33.6

55.8

8.0

38.8

46.1

66.2

58.7

18.6

6.2

24.8

40.6

13.2

2.0

家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

地域性や季節感のある食事をとりたい

地場産物を購入したい

食べ残しや食品の廃棄を削減したい

生産から消費までのプロセスを理解したい

食品の安全性について理解したい

規則正しい食生活を実践したい

栄養バランスのとれた食生活を実践したい

健康に留意した食生活を実践したい

自分で調理する機会を増やしたい

家族と調理する機会を増やしたい

調理方法・保存方法を習得したい
おいしさや楽しさなど食の豊かさを

大切にしたい
食文化を伝承していきたい

その他
（複数回答可）
全体（1,809人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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平成17（2005）年に施行された「食育基本法」には、こどもたちが豊かな人間性をはぐく
み、生きる力を身に付けていくためには「食」が重要であること、また、「食」に関する知識
と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができるよう食育を推進するこ
とが掲げられています。
より良い食育を推進するためには、当事者である世代の意見を聴くことが重要です。こども

家庭庁では、こどもや若者が様々な方法で自分の意見を表明し、社会に参加することができる
新しい取組として、令和５（2023）年度に「こども・若者意見反映推進事業（こども若者★
いけんぷらす）」を開始しました。農林水産省では、当該世代の課題やニーズを把握するため、
「こども若者★いけんぷらす」の中で、「こども・若者への食育の推進について」をテーマとし
た意見交換等を行いました。本テーマでは、こども・若者に関わる様々なテーマについて広く
意見を伝えてくれる「ぷらすメンバー」のうち、小学５年生～高校３年生世代を対象として、
ウェブ上でアンケートを実施し（回答数：81件）、実態を把握しました。その後、希望者に集
まってもらい、「朝食欠食」、「農林漁業体験」、「デジタル技術を活用した食育」及び「栄養バ
ランスのよい食事を組み立てる力」のグループに分かれ、それぞれの取組を実施するに当たっ
ての課題や必要だと思う支援について意見交換を行いました（参加者数：22人）。

【ウェブアンケート結果の概要】
・�朝食を「ほとんど毎日食べる」又は「週に４～５回食べる」と回答した人の割合は93.8%。
朝食を毎日食べない理由として、「食欲がないから」、「自分で朝食を用意する時間がないか
ら」等が挙げられた（図表１）。

・�農林漁業体験に参加したことが「ある」と回答した人の割合は75.3%。参加したことがな
い理由として、「身近な場所で行われていないから」、「忙しくて時間がないから」等が挙げ
られた（図表２）。

・�これまで食育を扱ったデジタル媒体を利用したことが「ある」と回答した人の割合は
60.5％。食育についてのデジタル媒体のうち、利用したことがあるものは「料理レシピ動
画など、調理に関する動画の視聴」、「食品工場見学の動画など、食品加工に関する動画の視
聴」等が挙げられた（図表３）。

・�食事の栄養バランスについて何を基に考えているか尋ねたところ、「家庭科の授業で学んだ
こと」、「家族から教えられたこと」等が挙げられた（図表４）。

図表１ 朝食を毎日食べない理由

0 20 40 60 80 100

食欲（しょくよく）がないから
自分で朝食を用意する時間がないから

自分で朝食を用意するのが手間だから
朝食は用意されているが食べる

時間がないから
朝食を食べる習慣がないから

ダイエットのため
朝食を食べる経済的余裕（よゆう）

がないから
その他

無回答

全体（11人）

0（0件）

27.3（3件）
0（0件）

9.1（1件）

9.1（1件）

18.2（2件）

18.2（2件）
36.4（4件）

63.6（7件）

（％）

図表2 農林漁業体験に参加したことがない
理由

0 20 40 60 80 100

身近な場所で行われて
いないから

忙しくて時間がないから

参加方法がわからないから

興味がないから

一緒に参加する人が
いないから
その他

無回答

70.0（14件）

40.0（8件）

25.0（5件）

15.0（3件）

15.0（3件）

5.0（1件）

0（0件）

全体（20人）
（％）

コラム
こども若者★いけんぷらす「いけんひろば」
～こども・若者への食育の推進について～
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図表3 利用したことがある食育についての
デジタル媒体

0 20 40 60 80 100

料理レシピ動画など、調理に関する
動画の視聴（しちょう）

食品工場見学の動画など、食品加工
に関する動画の視聴

食育に関するアプリ（料理レシピ、栄養バランス、
フードロス削減（さくげん）など）の利用

収穫（しゅうかく）体験など、農林水産
業の生産現場に関する動画の視聴
食に関するオンラインセミナー

の視聴

その他

無回答

全体（49人）

2.0（1件）

2.0（1件）

6.1（3件）

34.7（17件）

38.8（19件）

51.0（25件）

91.8
（45件）

（％）

図表４ 栄養バランスを考える上で基にして
いること

0 20 40 60 80 100

家庭科の授業で学んだこと

家族から教えられたこと

給食の時間に学んだこと

テレビや雑誌（ざっし）で知ったこと

インターネットやSNSで知ったこと

友人や知人から教えられたこと

学校以外の料理教室で学んだこと

その他
食事の栄養バランスについては

特に考えていない

全体（81人）

9.9（8件）
4.9（4件）

4.9（4件）
8.6（7件）

27.2（22件）

30.9（25件）

33.3（27件）

64.2（52件）
69.1（56件）

（％）

【対面での意見交換の概要】
・�朝食欠食について、毎日朝食を摂取しているこどもがいる一方、「食事で考えることは、栄
養よりも値段である」、「家族も朝食を食べる習慣がない」等の、必ずしも朝食摂取を必要と
認識していないという意見が挙げられた。

・�農林漁業体験についてより多くのこどもに農林漁業体験に参加してもらうアイディアとして
「身近な場所で体験ができること」、「テレビやラジオ、SNSでの積極的な情報発信」等が挙
げられた。農林漁業体験を通じて考えたことについては、「一工程だけではなく、（田植や稲
刈りまでなど）様々な工程に関われると感動できると思う」又は「１週間くらい（農林漁業
の現場で）一緒に働いてみたい」といった、より踏み込んだ体験活動に参加したいという意
見が挙げられた。

・�デジタル技術を活用した食育について、食育に関して使ってみたいデジタル技術やアプリに
ついて、「自分の食生活を管理するアプリ」「食に関する相談サイト」という意見があった一
方、「食育に関するアプリは見ないし、調べたこともないので広告にも出てこない」といっ
た意見が挙げられた。

・�栄養バランスのよい食事を組み立てる力に関する質問について、栄養バランスについてより
身近に感じられるツールとして、アプリやSNSの活用が挙げられた。また、参加者自身が
健康のために気を付けていることとして、不足している栄養素を食事で補うという意見が多
く挙げられた。

ウェブアンケート及び対面の意見交換では、普段から自
分の食生活について積極的に考えているという意見や、関
心や知識はあるものの、実践したり取り入れたりする機会
がないという意見が得られました。それぞれのグループで、
参加者自身の生活や経験から、取組に参加するための工夫
や課題について活発な意見交換が行われました。
ここで得られた意見は、関係府省庁で共有し、今後の施策への反映を検討していきます。ま

た、本事業の詳細は、こども家庭庁ウェブサイトに掲載しています。

こども・若者意見反映推進事業 いけんひろば
～こども・若者への食育の推進について～
URL：https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/hiroba/shokuiku/

グループに分かれて意見交換



	

特
集
２	

子
供
・
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
食
育
の
推
進

38

3 子供・若い世代における食育の必要性
（１）子供の頃の食生活

小学生、中学生、16～18歳の頃の食生活について、「家では、家族と一緒に料理をしてい
た」又は「家では、食事の準備や後片付けを手伝った」以外の項目で、年代があがるにつれて

「あてはまる」と回答した人の割合が減少しました（図表1-2-32）。

図表1-2-32 小学生、中学生、16～18歳の頃の食生活に関する状況

小学生 中学生 16～ 18歳

83.8

82.0

37.2

18.6

41.9

78.1

70.2

70.5

51.6

47.9

34.6

1.9

74.9

71.4

20.7

19.0

44.6

70.2

67.3

62.3

30.7

39.8

27.8

2.8

58.8

49.0

15.5

19.5

43.0

63.1

61.9

54.4

19.7

29.7

18.1

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家では、1日三食いずれも決まった時間に
食事をとっていた

家では、家族そろって食事をとっていた

家では、家族と一緒に食料品の買い物をした

家では、家族と一緒に料理していた

家では、食事の準備や後片付けを手伝った

家では、「いただきます」、「ごちそうさま」
のあいさつをしていた

家では、季節の食材や、季節にあった料理が
用意されていた

家では、食事が楽しく心地良かった

家などで、田植え、野菜の収穫など、
食の生産に関する体験活動をした

家、学校、地域などで、郷土料理や伝統料理
を食べる機会があった

学校で、先生から食に関する話を聞いたり、
指導を受けたりした

どれもあてはまらない

（％）

（複数回答可）
全体（2,309人）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（２）子供の頃の食生活と朝食摂取との関連
「家では、１日三食決まった時間に食事をとっていた」について小学生、中学生、16～18

歳のどの年代においても「あてはまる」人は、朝食をほとんど毎日食べる割合が高く、「あて
はまる」以外の人は朝食を食べない割合が高い傾向がみられました。また、「家族そろって食
事をとっていた」、「食事が楽しく心地よかった」についても、同様の関連がみられました（図
表1-2-33、図表1-2-34、図表1-2-35）。

図表1-2-33 子供の頃の食生活と朝食摂取状況との関連
（１日三食決まった時間に食事をとっていたか）

ほとんど毎日食べる
ほとんど食べない

週に 4～ 5日食べる
無回答

週に 2～ 3日食べる

78.6

83.2

72.4

5.3

4.7

6.1

4.9

3.9

6.3

10.1

7.2

14.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（2,309人）

全て○あり
（1,321人）

それ以外
（988人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-34 子供の頃の食生活と朝食摂取状況との関連（家族そろって食事をとっていたか）

ほとんど毎日食べる
ほとんど食べない

週に 4～ 5日食べる
無回答

週に 2～ 3日食べる

78.6

80.9

76.4

5.3

5.2

5.3

4.9

4.0

5.7

10.1

8.7

11.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全て○あり
（1,091人）

それ以外
（1,218人）

全体（2,309人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）

図表1-2-35 子供の頃の食生活と朝食摂取状況との関連（食事が楽しく心地よかったか）

ほとんど毎日食べる
ほとんど食べない

週に 4～ 5日食べる
無回答

週に 2～ 3日食べる

78.6

80.2

76.8

5.3

5.7

4.8

4.9

4.8

5.1

10.1

8.5

11.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全て○あり
（1,206人）

それ以外
（1,103人）

全体（2,309人）

（％）

資料：農林水産省「食育に関する意識調査」（令和５（2023）年11月実施）
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（３）子供・若い世代における食育の必要性
食育に関する意識調査の結果では、若い世代で食育に関心がある人の割合が低く、健全な食

生活を送るための食品の選択や調理に必要な知識についても「あまりないと思う」又は「まっ
たくないと思う」と回答した人の割合が高かったです。若い世代と重なり、また、乳幼児や小
中学生の食育にも関わる世代である、子供と同居している世帯では、食育に関心がある人の割
合が高い一方で、食品の選択や調理の知識については、「あまりないと思う」人の割合が高い
状況でした。

家族と一緒に食事を食べる共食の頻度については、男性において「ほとんどない」の割合が
高く、子供の年齢が高くなるほど、家族と食事を取る頻度が低くなる傾向がみられました。我
が国において平均的には労働時間の短縮が進んでいるものの、男性の労働時間は依然として長
いといった状況にあります。一方、平日で仕事があった日（出張・研修等の日を除く。）の有
業者について、生活時間を年齢階級別にみると、25～34歳、35～44歳、45～54歳のいずれ
も、テレワーク（在宅勤務）をしていた人が、していなかった人に比べて長くなっている行動
の種類の上位３位までに、食事の時間が入っていました1。柔軟な働き方等により、共食の時間
や食事を楽しむゆとりを創出することも食育を進めていく上で必要な視点であると言えます。

朝食の欠食や主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度について、若い世代で依然として
課題がみられ、その理由としては「時間がないこと」、「食費に余裕がないこと」等が挙げられ
ました。子供と同居している世帯については、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の回数を
増やすために必要なこととして、特に乳幼児がいる世帯では「自分で用意することができるこ
と」の割合が低いという結果でした。さらに、普段の食事の準備について、男性と女性で異な
る傾向がみられることに加え、乳幼児がいる世帯では、全体と比べて「一部市販食品を取り入
れて、食事を準備している」の割合が高かったです。一方、若い世代では、今後、実践したい
こととして、「栄養バランスのとれた食生活」又は「自分で調理すること」が挙げられており、
栄養バランスに配慮して自分で料理もしたいが、時間がないこと等により、実践が難しいと
いった側面もうかがえました。

このような状況を踏まえると、若い世代が健全な食生活を実践するに当たっては、国、地方
公共団体、関係団体、食品関連事業者等が協力し、健全な食生活の実践に必要となる食品、料
理、食事等を入手しやすい環境を整備していくことが必要です。くわえて、自分で調理したい
と思う人が手軽に料理に取り組むことができる場の提供や情報を発信し、実践につなげる機会
を創出していくことも必要であると考えられます。健全な食生活を自ら実践していけるよう
に、食に関する知識、食品の選び方等も含めた判断力を一人一人が備え、自ら食を選択する力
を身に付けていくことも食育の目指すところです。健全な食生活に必要な知識や判断力は、年
齢や健康状態、更には生活環境によっても異なってくるため、そのことへの配慮も必要です。

また、子供の頃の食生活について、「家では、家族と一緒に料理をしていた」及び「家では、
食事の準備や後片付けを手伝った」以外の項目については、年代があがるにつれて「あてはま
る」と回答した人の割合が減少していました。

子供の頃に健全な食生活を確立することは、生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな人間性
を育んでいく基礎となります。さらに、学校、保育所等で様々な学習や体験活動を通し、食料
の生産から消費等に至るまでの食の循環を知り、自然の恩恵として命をいただくことや食べ物

1　総務省「令和３年社会生活基本調査」



	

特
集
２	

子
供
・
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
食
育
の
推
進

41

が食卓に届くまでの全ての人に感謝する気持ちを育むことも重要であり、引き続き、農林漁業
体験の機会の提供等を通じた食育の推進に努める必要があります。

今後も、子供や若い世代の食育について、個々の家庭や個人の問題として見過ごすことな
く、社会全体の問題として捉え、取り組んでいく必要があります。
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厚生労働省は、「健康的で持続可能な食環境づくりのための戦略的イニシアチブ」において、
活力ある持続可能な社会の構築を目指し、我が国の栄養課題の１つである「食塩の過剰摂取」
の解決に向けて、健康的で持続可能な食環境づくりに取り組んでいます。その活動の１つとし
て、令和５（2023）年11月に、こども家庭庁及び消費者庁の協力の下、子供（主な対象は
小学５・６年生）向けの減塩普及啓発資料「知っていますか？食塩のとりすぎ問題」を作成し、
福岡、大阪、東京で本資料を活用したワークショップを開催しました。
ワークショップでは、料理に含まれる食塩量のクイズや、適切な食塩量の献立作成、食塩を

とりすぎないための工夫や減塩に向けて自分自身や家族と一緒に取り組みたいことなどを発表
し合いました。開催後のアンケートでは、約９割の子供が「食塩を減らす工夫をして、できる
だけとりすぎに気を付けようと思った。」と回答しました。また、減塩に向けて取り組みたい
ことの記載では、「買物のときに食塩相当量を確認する。」や「減塩のことを発表する。みんな
に興味をもってもらう。」などの意見があり、子供たちは「食塩の過剰摂取」の問題があるこ
とを学び、自ら次のアクションにつなげようと、意欲的に取り組んでいました。会場の保護者
からは、「大変分かりやすかったので大人向けにも同じ内容でやってほしい。」、「知らなかった
ことが多く、勉強になった。」といった感想が聞かれ、ワークショップ中も積極的にメモを取
る方も多くいました。

減塩普及啓発資料 表紙 減塩普及啓発資料 裏表紙

減塩普及啓発資料
「知っていますか？食塩のとりすぎ問題」
URL：�https://sustainable-nutrition.mhlw.go.jp/

wp/wp-content/uploads/2023/12/initiati
ve_texta.pdf

ワークショップ開催レポート
URL：�https://sustainable-nutrition.mhlw.go.jp/c

ontents/workshopreport

コラム 子供向けの減塩の取組
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牛乳は豊富なカルシウムを含むだけではなく、良質なたんぱく質や脂質等がバランスよく手
軽に摂取できる優れた食品であり、特に子供の発育期においては、発育に必要な栄養を摂取す
る上で欠かせない食品となっています。
このことからも、学校給食において広く牛乳が提供されているところですが、学校給食のな

い夏休みや冬休み等の長期休暇期間においては、子供たちの栄養バランスが崩れがちになり、
特に牛乳に多く含まれるカルシウムについては摂取量が足りていないという調査結果も報告さ
れています。
また、こども食堂については、子供たちが栄養のある食事を共にするよい機会であり、新型

コロナウイルス感染症の蔓延防止措置である行動制限が緩和されたことに伴い、活動が徐々に
再開され始めてきたところです。
このような状況の中、農林水産省では、学校給食のない長期休暇期間にも、子供たちに栄養

豊富な牛乳を飲む機会が得やすくなるようにするために、こども食堂において無償配布や割引
クーポン（「冬休みも毎日牛乳を飲もう！クーポン」等）の配布などを行いました。
このような牛乳等の提供を通じて、子供たちの発育に必要な栄養の摂取を支援するとともに、

食育活動を通じて、牛乳の栄養や機能性、また、食や生命、これらを支える酪農家の大切さを
丁寧に分かりやすく伝えながら、食生活における牛乳の価値の向上と我が国の酪農に対する理
解醸成に努めています。

クーポン配布の様子

こども食堂で配布したクーポン

コラム 牛乳を飲もう！こども食堂での取組


